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佐
渡
・
海
府
地
区
の
く
ら
し

新
潟
県
佐
渡
市
北
部
に
位
置
す
る
海
府
地

区
は
、
真ま

更さ
ら

川が
わ

、
北き

た

鵜う

島し
ま

、
願ね

が
い

、
藻も

浦う
ら

、
鷲わ

し

崎ざ
き

、
見み

立た
て

、
北き

た

小こ

浦う
ら

、
虫む

し

崎ざ
き

、
黒く

ろ

姫ひ
め

の
九
集

落
で
構
成
さ
れ
、
三
三
一
人
（
令
和
七
年
一
〇

月
末
現
在
、
以
下
同
）
が
生
活
し
て
い
る
。
佐

渡
島
中
央
部
に
位
置
し
、
市
の
人
口
の
八
割

ほ
ど
が
在
住
す
る
国
中
平
野
ま
で
は
車
で
一

時
間
ほ
ど
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
令
和
七
年

一
〇
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
実
施
し
た

調
査
に
基
づ
き
、
同
地
区
の
現
況
に
つ
い
て
、

鷲
崎
集
落
を
中
心
に
報
告
す
る
。

兼
業
漁
師
が
多
い
鷲
崎
集
落

海
府
地
区
区
長
連
絡
協
議
会
会
長
で
あ
り
、

同
地
区
で
住
民
の
最
も
多
い
鷲
崎
集
落
（
人

口
一
一
六
人
）
の
区
長
で
も
あ
る
齊
藤
之ゆ

き

男お

さ

る
鬼
太
鼓
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
。
一
年
を
通

し
て
鷲
崎
が
一
番
盛
り
上
が
る
」
と
語
る
。

鷲
崎
集
落
へ
の
移
住
の
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
住
居
問
題
。
空
き
家
が
多
く
、

家
主
に
譲
渡
の
意
向
が
あ
っ
て
も
改
築
・
改

修
の
費
用
負
担
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
が
多
い
と
い
う
。
加
え
て
、
鷲
崎
集
落

か
ら
生
活
が
便
利
な
島
の
中
心
部
に
住
ま
い

を
移
す
人
も
少
な
く
な
い
。
齊
藤
会
長
は
、

「
佐
渡
市
全
体
の
人
口
増
減
に
影
響
は
少
な

い
も
の
の
、
転
出
が
続
く
鷲
崎
集
落
は
、
見

本
財
団
事
務
局

ん
に
よ
る
と
、
鷲
崎
で
は
住
民
の
多
く
が
漁

業
と
農
業
を
組
み
合
わ
せ
た
生
活
を
送
っ
て

い
る
と
い
う
。
漁
業
を
主
と
し
て
、
農
業
は

自
家
消
費
用
の
野
菜
を
栽
培
す
る
家
庭
が
多

い
。地

域
で
最
も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
も
漁
業
に

関
連
し
て
お
り
、
毎
年
一
二
月
上
旬
に
開
催

さ
れ
る
「
佐
渡
海
府
寒
ぶ
り
大
漁
ま
つ
り
」

は
、
会
場
と
な
る
鷲
崎
漁
港
に
、
毎
回
佐
渡

島
内
外
か
ら
の
多
数
の
来
場
者
が
訪
れ
る
。

齊
藤
会
長
は
、「
内う

ち

海か
い

府ふ

漁
協
内
の
実
行
委
員

会
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
三
〇
〇
〇
～

四
〇
〇
〇
円
／
キ
ロ
と
特
別
価
格
で
寒
ブ
リ

を
販
売
し
た
り
、
長
さ
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
特
設
水
槽
で
ブ
リ
を
泳
が
せ
、
順
位
を
当

て
る
『
寒
ぶ
り
レ
ー
ス
』
や
伝
統
芸
能
で
あ

報
告

鷲崎ふれあいセンターにて。齊藤之男海府地区区
長連絡協議会会長。
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食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
学
校
給
食
も
大
き
な
特

長
で
あ
る
。「
砂
糖
を
蜂
蜜
で
代
用
す
る
こ
と

で
、
調
味
料
も
含
め
た
オ
ー
ル
佐
渡
食
材
で

給
食
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
自
分
た
ち
の

後
輩
に
地
元
の
物
を
食
べ
て
育
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
思
い
を
も
つ
卒
業
生
も
多
い
」と
、椎

小
学
校
長
。

一
方
、「
離
島
留
学
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
も
の

の
、
集
落
内
の
住
居
不
足
に
よ
り
引
っ
越
す

こ
と
が
で
き
な
い
」「
市
の
島
留
学
生
活
支
援

金
制
度
や
、
移
住
に
必
要
な
住
宅
の
賃
貸
補

助
制
度
、
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る

支
援
金
制
度
は
存
在
し
て
い
る
が
、
留
学
に

係
る
費
用
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
十
分
で

は
な
い
」と
語
る
保
護
者
も
い
る
と
い
う
。鷲

崎
集
落
で
は
、住
居
不
足
解
消
を
目
指
し
、地

域
の
方
々
の
手
で
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、

改
修
を
行
な
う
な
ど
、
受
け
入
れ
環
境
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

鷲
崎
の
新
し
い
観
光
・
交
流
拠
点
施
設

鷲
崎
集
落
に
令
和
七
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン

報告

え
に
く
い
だ
け
で
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
一

層
深
刻
。
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
は
新
た

な
ア
イ
デ
ア
と
行
動
力
を
持
つ
人
材
が
必
要

だ
」
と
現
状
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

地
域
一
丸
と
な
っ
た
離
島
留
学
の
受
け
入
れ

鷲
崎
集
落
に
立
地
す
る
市
立
内
海
府
小
中

学
校
は
、
全
校
児
童
・
生
徒
一
二
名
（
小
学
生

六
名
、中
学
生
六
名
）の
小
規
模
校
で
あ
る
。
今

回
、椎し

い

一か
ず

夫お

小
学
校
校
長
と
、山
口
智さ

と
し

中
学

校
校
長
か
ら
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

内
海
府
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
は
、
地

元
か
ら
通
う
二
名
を
除
き
、
佐
渡
市
が
実
施

す
る
島
留
学
（
以
下
、
離
島
留
学
）
制
度
を
利

用
し
て
い
る
。
学
生
寮
や
里
親
の
下
に
単
身

で
寄
宿
し
通
学
す
る
形
式
の
離
島
留
学
で
は

な
く
、
親
子
で
の
移
住
を
基
本
と
す
る
点
が

最
大
の
特
徴
だ
。
保
護
者
も
と
も
に
移
住
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
心
理
的
な
不
安

を
減
ら
し
つ
つ
、
家
族
ぐ
る
み
で
地
域
に
深

く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
口
中
学
校
長

は
、「
内
海
府
小
中
学
校
の
卒
業
生
を
介
し

て
、
学
校
と
地
域
が
一
丸
と
な
る
こ
と
で
離

島
留
学
が
実
施
で
き
て
い
る
。
地
域
の
皆
様

な
ど
の
協
力
の
も
と
、
放
課
後
や
休
日
に
タ

コ
釣
り
や
山
菜
採
り
な
ど
を
行
な
っ
て
い

る
」
と
語
る
。

内
海
府
漁
業
生
産
組
合
か
ら
無
償
提
供
さ

れ
る
水
産
物
（
ブ
リ
、
イ
カ
な
ど
）、
鷲
崎
産
の

野
菜
（
玉
ね
ぎ
、
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
）、
魚
の
内

臓
な
ど
を
還
元
発
酵
さ
せ
た
堆
肥
を
使
用
し

て
鷲
崎
で
育
て
ら
れ
た
米
「
海
の
米
」
を
使

用
す
る
な
ど
、
海
府
地
区
を
は
じ
め
佐
渡
の

椎 一夫内海府小学校校長（手前）と山口 智中学校
校長。
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い
た
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
民
宿

と
し
て
再
生
。
一
日
一
組
限
定
、
最
大
六
人

ま
で
泊
ま
れ
る
素
泊
ま
り
の
宿
で
、
宿
泊
者

は
自
炊
が
で
き
る
。
一
日
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
、

N
i-ya

を
拠
点
に
し
て
佐
渡

全
域
を
ま
わ
る
な
ど
、
観
光

客
の
多
様
な
利
用
に
応
え
る

の
が
ね
ら
い
だ
。
宿
泊
利
用

者
が
い
な
い
日
に
は
、
仲
間

内
で
集
ま
り
、
食
事
を
囲
ん

で
語
ら
う
場
所
に
も
な
る
と

い
う
。

今
後
は
、
地
元
の
方
に
総

菜
や
鷲
崎
の
米
を
使
っ
た
生

米
パ
ン
と
い
っ
た
食
品
販
売

の
拠
点
と
し
て
使
用
し
て
も

ら
う
な
ど
、
よ
り
用
途
を
広

げ
た
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の

活
用
も
考
え
て
い
る
。
當
山

さ
ん
は
、「
内
海
府
小
中
学
校

の
離
島
留
学
の
保
護
者
と
と

し
た
農
家
民
宿
「N

に
い
や

i-ya

」。
オ
ー
ナ
ー
の
當と

う

山や
ま

歩あ
ゆ
み

さ
ん
は
同
集
落
出
身
で
、高
校
卒
業
後

に
新
潟
市
内
で
の
就
職
・
結
婚
を
経
て
、
数

年
前
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
。
空
き
家
と
な
っ
て

も
に
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
や
飲
食
物
な
ど

を
販
売
す
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
『
鷲
崎
マ
ル
シ

ェ
』
を
開
催
し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
展
望
を
語
る
。

ト
ビ
シ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
の
保
全
活
動

海
府
地
区
の
象
徴
と
も
い
え
る
景
勝
地

「
大お

お

野の

亀が
め

」
は
、五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
に

ト
ビ
シ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
が
一
面
に
咲
く
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
ト
ビ
シ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
は
、
佐
渡

島
と
山
形
県
飛
島
、
酒
田
海
岸
の
み
で
見
ら

れ
る
ワ
ス
レ
グ
サ
科
の
多
年
草
で
あ
る
。
長

年
こ
の
地
で
ト
ビ
シ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
の
保
護
活

動
に
尽
力
し
て
き
た
の
が
、
佐
渡
両
津
海
府

観
光
協
会
の
会
長
で
あ
り
、レ
ス
ト
ラ
ン「
大

野
亀
ロ
ッ
ジ
」
を
営
む
北
澤
博
満
さ
ん
だ
。

「
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
ト
ビ
シ
マ
カ
ン
ゾ
ウ

の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
観
光
協
会
が
『
カ

ン
ゾ
ウ
祭
り
』
を
四
〇
年
以
上
続
け
、
島
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
集
め
て
い
た
。
地

域
の
高
齢
化
が
進
み
、
財
源
や
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
、
出
演
団
体
の
調
整
が
難
し
く
、
祭
り

「Ni-ya」にて。當山 歩さん（後列中央）と離島留学保護者、関係者の皆様。
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報告

は
中
断
し
て
い
る
が
、花
の
見
ご
ろ
に
は『
カ

ン
ゾ
ウ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
』
と
し
て
規
模
を
縮
小
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。
最
終
日
に

は
芸
能
披
露
や
地
元
の
小
中
学
生
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
カ
ン
ゾ
ウ
の
苗
の
販
売
な
ど
が
行

な
わ
れ
る
」

北
澤
会
長
は
平
成
八
年
か
ら
地
元
住
民
や

小
中
学
生
と
協
力
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
ト
ビ

シ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
の
保
護
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
か
つ
て
佐
渡
牛
の
飼
料
に
す
る
た
め

雑
草
を
刈
っ
て
い
た
大
野
亀
で
は
、
地
域
の

方
々
が
数
年
か
け
て
ト
ビ
シ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
の

苗
を
植
栽
し
て
い
る
ほ
か
、
周
囲
の
萱
や
葦

の
刈
り
取
り
を
行
な
う
な
ど
、
群
生
地
の
保

全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
令
和
七
年
三
月
に

は
、
破
損
し
て
い
た
遊
歩
道
が
修
繕
整
備
さ

れ
、
再
び
観
光
客
が
安
全
に
鑑
賞
で
き
る
環

境
が
整
っ
た
。

島
内
の
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
佐
渡
潜
水

両
津
地
区
に
事
務
所
を
構
え
る
佐
渡
潜
水

株
式
会
社
で
は
、
潜
水
工
事
や
調
査
業
務
を

中
心
に
、
島
内
で
海
に
関
連
す
る
幅
広
い
事

業
を
行
な
っ
て
い
る
。
黒
姫
集
落（
人
口
二
七

人
）
出
身
の
正し

ょ
う

司じ

正た
だ
し

会
長
は
、
平
成
元
年
に

佐
渡
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
協
会
を
立
ち

上
げ
、
初
代
事
務
局
長
に
就
任
。
現
在
は
顧

問
を
務
め
る
。
同
協
会
は
、
遊
漁
船
組
合
と

連
携
し
て
禁
漁
区
を
管
理
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
エ

リ
ア
を
整
備
し
、
北
小
浦
沖
の
コ
ブ
ダ
イ
鑑

賞
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
る
。

佐
渡
潜
水
の
業
務
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

「
佐
渡
の
入
港
船
舶
の
ス
ク
リ
ュ
ー
に
ロ
ー

プ
や
流
木
と
い
っ
た
異
物
が
巻
き
込
ま
れ
た

際
、
佐
渡
汽
船
や
漁
業
者
の
要
請
を
受
け
て

船
底
調
査
や
復
旧
作
業
を
実
施
す
る
。
両
津

火
力
発
電
所
の
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
・
桟
橋
や

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
の
設
置
補
助
な
ど
も
行
な
う
。

水
中
土
木
を
通
し
て
、
島
内
の
イ
ン
フ
ラ
を

守
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
」
と
、
正
司
会
長

は
説
明
す
る
。

漁
業
分
野
で
は
、
黒
姫
・
北
小
浦
・
鷲
崎

集
落
を
中
心
に
、
大
型
定
置
網
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
、
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
の
水
揚
げ
の
サ
ポ

ー
ト
や
稚
貝
・
稚
ナ
マ
コ
の
放
流
を
実
施
し

て
い
る
。
海
藻
養
殖
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
、
ナ
ガ
モ
、
ア
ラ
メ
に
加

え
、
令
和
七
年
か
ら
は
ク
ロ
モ
養
殖
も
始
め

た
。「
対
馬
海
流
の
影
響
で
、佐
渡
近
海
は
海

水
が
澄
ん
で
い
る
た
め
、太
陽
光
が
届
き
、海

藻
が
育
つ
限
界
深
度
が
深
い
。
海
水
温
上
昇

に
よ
っ
て
佐
渡
全
体
で
海
藻
が
不
作
だ
っ
た

時
も
、
黒
姫
沖
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
水
深
一

五
メ
ー
ト
ル
の
海
域
で
は
、
磯
焼
け
で
収
穫

量
を
減
ら
す
こ
と
な
く
養
殖
で
き
た
」

北澤博満佐渡両津海府観光協会会長。大野
亀ロッジでは、自ら釣り上げた鮮魚を提供。
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正
司
会
長
が
代
表
と
し
て
参
画
す
る
「
佐

渡
島
自
然
共
生
ラ
ボ
」
で
は
、「
海
藻
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し

た
り
、
石
川
県
輪
島
市
で
地
元
漁
業
者
と
連

携
し
て
調
査
研
究
す
る
石
川
竜り

ょ
う

子こ

氏
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
わ
じ
ま
海
藻
ラ
ボ
」
と
交
流
し
、

種
苗
生
産
の
た
め
の
資
材
の
設
置
な
ど
の
震

災
復
興
支
援
に
取
り
組
む
。
こ
の
ほ
か
、
高

校
生
へ
の
普
及
活
動
や
、
漁
業
事
業
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
海
藻
の
新
た
な
価
値
の
創

出
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。

島
の
食
材
を
使
っ
た
薬
膳
レ
ス
ト
ラ
ン

虫
崎
集
落
（
人
口
二
七
人
）
の
海
辺
に
あ
る

島
薬
膳
レ
ス
ト
ラ
ン
「
メ
レ
パ
レ
カ
イ
コ
」

は
、
歌
見
集
落
の
お
米
を
は
じ
め
佐
渡
島
の

食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
薬
膳
メ
ニ
ュ
ー

が
人
気
を
博
し
て
い
る
。
店
を
運
営
す
る
池い

け

倫と
も

子こ

さ
ん
は
、
新
潟
市
出
身
。
四
〇
代
で
移

住
を
決
意
、
海
が
見
え
る
と
い
う
条
件
で
予

算
に
合
う
物
件
を
探
し
た
が
な
か
な
か
見
つ

か
ら
ず
、
三
年
に
わ
た
り
探
し
続
け
た
結
果
、

現
在
の
店
舗
（
物
件
）
に
た
ど
り
つ
い
た
と
い

う
。
物
件
探
し
の
期
間
中
に
知
り
合
っ
た
地

域
住
民
ら
の
協
力
の
も
と
、「
特
定
有
人
国
境

離
島
地
域
社
会
維
持
交
付
金
」
の
雇
用
機
会

拡
充
事
業
な
ど
を
活
用
し
、
空
き
家
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
。
令
和
四
年
に
メ
レ
パ
レ
カ
イ

コ
を
開
業
し
た
。

移
住
前
は
、
東
京
や
新
潟
市
内
で
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
働
い
て
い
た
と

い
う
池
さ
ん
は
、そ
の
経
歴
を
生
か
し
て
、飲

食
店
経
営
に
加
え
、
市
の
委
託
を
受
け
て
婚

活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
運
営
し
て
い
る
。
他
に

も
島
外
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
い
て
月
に

一
回
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
地

域
の
人
々
と
連
携
し
、
染
物
体
験
や
地
元
食

材
を
使
っ
た
ロ
ー
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
企
画

す
る
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

「
金
山
の
よ
う
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
地

域
で
は
な
い
分
、
自
分
た
ち
で
イ
ベ
ン
ト
を

作
っ
て
い
か
な
い
と
」と
、語
る
池
さ
ん
。
ゆ

く
ゆ
く
は
佐
渡
最
大
級
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト

「E

ア
ー
ス

arth C

セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

elebration

」の
よ
う
な
企
画
を
海

佐渡コンブ養殖研究会会長も務める正司 正佐渡
潜水株式会社会長。

「メレパレカイコ」を運営する池 倫子さん。店では
島薬膳ランチなどを提供する。
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府
地
区
で
も
開
催
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
た

い
、
と
意
欲
を
見
せ
る
。

歌
見
棚
田
の
保
全

海
府
地
区
の
南
に
隣
接
す
る
歌
見
集
落
に

は
、
海
岸
ま
で
棚
田
が
広
が
っ
て
い
る
。
現

在
、
棚
田
全
体
の
三
分
の
一
程
度
を
活
用
し

て
、
一
二
人
ほ
ど
に
よ
る
稲
作
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
棚
田
の
維
持
に
携
わ
っ
て
い

る
の
が
、
虫
崎
出
身
の
兵ひ

ょ
う

庫ご

勝
さ
ん
で
あ

る
。
兵
庫
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
、
本
土
へ

進
学
、
社
会
人
経
験
を
積
ん
だ
の
ち
に
Ｕ
タ

ー
ン
し
た
。
現
在
、
自
身
の
水
田
を
維
持
し

な
が
ら
、
地
域
全
体
の
棚
田
の
保
全
活
動
に

も
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
兵
庫
さ
ん
は
、

内
海
府・内
浦
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、令

和
二
年
に
活
動
団
体
「
Ｕユ

ー

Ｋケ
ー

Ｕユ
ー

Ｕユ
ー

」
を
発
足
。

同
七
年
に
は
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
優
良
事

例
表
彰
に
お
い
て
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

歌
見
棚
田
で
は
、
急
傾
斜
地
な
ど
整
備
が

困
難
な
耕
作
地
を
対
象
と
し
た
農
林
水
産
省

の
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
を
活

用
し
、
林
業
に
携
わ
る
若
い
個
人
事
業
主
ら

が
、空
い
た
時
間
に
草
刈
り
を
請
け
負
い
、そ

の
報
酬
を
副
収
入
と
す
る
仕
組
み
が
機
能
し

て
お
り
、
農
地
の
維
持
と
地
域
の
雇
用
が
同

時
に
図
ら
れ
て
い
る
。
近
年
は
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
目
的
に
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
直ち

ょ
く

播は
ん（

苗
床
を

用
い
ず
直
接
田
畑
に
種
子
を
蒔
く
播
種
法
）
な
ど

の
新
技
術
も
導
入
。「
手
間
暇
か
け
る
昔
な
が

ら
の
稲
作
と
、
最
新
技
術
を
活
用
し
た
効
率

的
な
稲
作
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
、
こ
の
棚
田

を
維
持
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

こ
の
ほ
か
、
兵
庫
さ
ん
は
民
話
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
田
植
え
イ
ベ
ン
ト「
鬼
の
田
植
え
」

を
地
域
児
童
と
と
も
に
開
催
し
た
り
、
出
身

の
虫
崎
集
落
へ
の
誘
客
に
向
け
た
「
一
〇
〇

人
盆
踊
り
」
の
企
画
・
運
営
を
担
う
な
ど
多

方
面
で
活
躍
し
て
い
る
。

●

海
府
地
区
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の

進
行
に
よ
り
、
集
落
の
担
い
手
確
保
や
生
活

基
盤
の
維
持
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
離
島
留
学
、

空
き
家
を
活
用
し
た
飲
食
店
や
宿
の
開
業
、

棚
田
の
維
持
管
理
な
ど
、
住
民
自
ら
が
地
元

の
資
源
を
活
か
し
、
持
続
可
能
な
集
落
づ
く

り
に
取
り
組
む
動
き
も
広
が
っ
て
い
る
。
人

口
規
模
が
小
さ
く
、
多
様
な
組
織
・
人
々
と

の
連
携
が
求
め
ら
れ
る
中
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
人

材
も
加
わ
り
、
地
道
に
地
域
づ
く
り
を
続
け

る
海
府
地
区
の
今
後
に
、
引
き
続
き
注
目
し

て
い
き
た
い
。

（
大
川
・
清
水
・
奥
村
）

UKUU 代表を務める兵庫 勝さん。令和7年5月か
ら歌見棚田新聞「だんだん」を刊行。




